
いまさら聴けない
「コンカレントエンジニアリング」

とは？



３Dモデルはシミュレーションが容易である



材料の属性



従来図面（2次元）とBIM/CIM（3次元モデル）の比較

従来（2次元） BIM/CIM（3次元）

上部工：鋼橋 約130m 下部工：逆Ｔ式橋台：2 基、橋脚3基

統合化された一つの３次元モデル

分割された何十枚の図面

動
画



•実寸でオブジェクトが作成されている
• LODの検討が必要
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３Dオブジェクトの活用

• 解析シミュレーション
• Computer Aided  Engineering（CAE)

• モデリングされた部品、製品に対して
• 様々な条件、外力・・・応力、周波数、熱分布など

• 数値情報による加工制御
• Computer Aided Manufacturing（CAM)
• 数値情報による制御機械で加工 ＜NC工作機械＞

• デジタル・モックアップ（DMC)
• コンピュータ上での試作品のシミュレーションを行う

• 実機を試作することなく、コンピュータ上で3次元オブジェクトにより、デザインの検
証、動作、精度、整合性を確認すること。



可視化による効率化

修正後

• 不整合箇所が瞬時に確認でき、設計照査手法として効率化が図られる
北陸地方整備局 富山河川国道事務所
能越自動車道中波２号跨道橋詳細修正設計他業務

修正前
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桁端部における端横桁や支承で囲まれる狭隘な空間、制振ダンパー等の橋梁付属物が設置されることを踏まえた、将来維持管理
における点検作業や点検動線の可視化、補修作業のイメージが設計段階から可能である。

試行業務内容 道路（橋梁詳細）設計 北海道開発局

効果事例 橋脚廻り検査路における点検動線確保の確認

動線確認（橋梁検査路）

ダンパー設置構造

検査路の導線をモデルを、
ウォークスルー機能で確認

9



【参考】東日本大震災の被災地支援

図-築堤（国）、橋梁（県）

景観検討委員会での検討材料の提供

図-高架橋（市） 10



数量自動算出による効率化
現況地形モデル：
1/1000空測地形図

３次元モデル
①測点（起終点）を任意に設定し、入力

②３次元モデルにて土量を自動計算
切土

盛土

盛土横断図

任意の測点における横断図が自動に作図される

自動計算結果（イメージ）

区 間 切土量(m3) 盛土量(m3) ネット(m3) 

STA100+60
～

STA100+90
（延長300m）

24,197.54 172.53 24,025.01

※測点を入力
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数量自動算出による効率化

名 称 コンクリート数量(m3) 鉄筋数量 (㎏) 

ケーソン 1,968 227,198

柱 1,138 108,821 

中詰Co 398 －

合計 3,504 336,019 

※鉄筋の材質：SD345のみピックアップした。

数量自動計算

P8橋脚

コンクリート属性情報

32500

24100
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3Dモデルを活用した特別高圧線対策

3Dモデルにより、特別高圧警戒範囲とクレーンの関係を直感的に理解可能に
⇒施工計画の立案、協力会社の着手前教育に活用することで安全性向上

特別高圧警戒範囲

P6
P5 P4

P3 P2

出典：前田建設工業（株）作成資料

安全管理の向上
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コンカレントエンジニアリングとは？

Concurrent Engineering (CE)
同時進行技術活動

製品開発において概念設計／詳細設計／生産設計／生産準備な
ど、各種設計および生産計画などの工程を同時並行的に行うこと。

”設計しながら生産を始める“



CALS/ECの実現イメージ
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コンカレントエンジニアリングとデータベース

Working Domain

Shared Domain





ご苦労様でした
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